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過越の祭り（ぺサハ）

旧約聖書における三⼤祭りは、「過越の祭り」「7週の祭」「仮庵の祭」（すべて巡礼祭）ですが、それらには預⾔的意味が
あります。

○過越の祭り（ぺサハ）
これが最も重要な祭りです。ユダヤ暦の最初の⽉、ニサンの⽉（今の3-4⽉）の14⽇に祝われました。
これは、出エジプトを記念するために定められた祭りです（出エ12章）。 ※春分の⽇にもっとも近い新⽉がニサン1⽇
この祭りの聖書的意味は、主イエスの⼗字架の死によって、私たちが罪から解放されることを預⾔するものです。
（2021年は、3⽉27⽇夜〜4⽉3⽇⽇没まで）
※キリスト教界では、キリストが復活したのが⽇曜⽇だったということで、イースターの⽇にちは春分の⽇以降、最初の満⽉から

数えて最初の⽇曜⽇と定められています。2021年は、4⽉4⽇

（出エ22︓30）
30 あなたの⽜と⽺についても同様にしなければならない。七⽇間、その⺟親のそばに置き、⼋⽇⽬にはわたしに献げなければ
ならない。

（レビ23:5-6）
5 第⼀の⽉の⼗四⽇には⼣暮れに過越のいけにえを【主】に献げる。
6 この⽉の⼗五⽇は【主】への種なしパンの祭りである。七⽇間、あなたがたは種なしパンを⾷べる。
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ユダヤの祭りが意味すること
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初穂（⼤⻨）の祭り

すでに新約時代のユダヤ⼈は、

「過越の祭り（1⽇だけ）」
「種なしパンの祭り（7⽇間）」
「初穂（⼤⻨）の祭り（1⽇だけ）」

の3つを、1つにして「過越の祭りと⾔われる、種⼦なしパンの祭り」として祝ってた。

（ルカ23︓1）
1 さて、過越の祭りと⾔われる、種なしパンの祭りが近づいていた

○初穂（⼤⻨）の祭り
過越の祭りから数えた最初の安息⽇の翌⽇→つまり⽇曜⽇

※イエスが⼗字架に架けられた年は、（⾦）過越の祭り （⼟）安息⽇ （⽇）初穂の祭り となっていた。
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7週の祭り（シャブオット）

過越の祭りと7週の祭りの間に50⽇の間隔があるので、「第50」を意味するペンテコステ（ギリシア語）という名称が付けられ
ました。キリストの復活から50⽇⽬

これは、シナイ⼭での律法の賦与を記念する祭りです。
この祭りは、聖霊降臨を預⾔するものです。

※2021年
シャブオット 5⽉17⽇（⽉）
ペンテコステ 5⽉23⽇（⽇）※東⽅教会は、6⽉20⽇（⽇）

※キリスト教界では、キリストが復活したのが⽇曜⽇だったということで、イースターの⽇にちは春分の⽇以降、最初の満⽉から
数えて最初の⽇曜⽇と定められています。2021年は、4⽉4⽇。

カトリックとプロテスタントはグレゴリオ暦を採⽤しているので、ペンテコステの⽇取りは同じです。
正教会はユリウス暦を採⽤しているので、⽇取りが違います。
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7週の祭り（シャブオット）がなぜ⽇曜⽇でないのか︖

（レビ23︓15-16）
15 あなたがたは、安息⽇の翌⽇から、奉献物の束を持って⾏った⽇から満七週間を数える。
16 七回⽬の安息⽇の翌⽇まで五⼗⽇を数え、あなたがたは新しい穀物のささげ物を【主】に献げる。

レビ記23︓15-16の記述通りだと、初穂（⼤⻨）の祭り（⽇曜⽇）から7週⽬、つまりシャブオット は⽇曜⽇になるはず。

現在は、そうではない。 2021年5⽉17⽇（⽉）

おそらく2世紀以降の異邦⼈クリスチャンが、キリスト教からユダヤ⾊を排斥し、キリスト教徒とユダヤ教徒が、同じ⽇を祝うという
ことが無くなっていったのと同時に、ユダヤ⼈の祝⽇の数え⽅も変わっていったのだと思われる。

なので、現代のユダヤ⼈は、ぺサハの第1⽇⽬から50⽇⽬という数え⽅をするので、2021年は、5⽉17⽇（⽉）になります。

しかし、過越の祭りは、移動祭⽇なので、ユダヤ教とキリスト教のどちらも同じ⽇曜⽇にペンテコステを祝うタイミングの年がある。
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仮庵の祭り（スコット）

贖罪の⽇の5⽇後、チスリの⽉（今の9⽉、10⽉）の第15⽇に始まる祭りです。
7⽇間続き、最初と最後の⽇には聖なる会合が開かれます。

これは、その年の収穫の終わりを告げる祭りであり、イスラエルの⺠が荒野を放浪したことを記念する祭りでもあります。

この祭りの間、⼈々は⽊の枝で作った仮⼩屋の中に住みます（レビ23︓39︓43、⺠29︓12ー38）。

この祭りは、メシアの再臨によって確⽴するメシア的王国（千年王国）を預⾔するものです。

2021年は、9⽉21⽇〜27⽇
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AD30頃 ⼗字架への道のり

（ヨハネ 12︓1）
1 さて、イエスは過越の祭りの六⽇前にベタニアに来られた。
そこには、イエスが死⼈の中からよみがえらせたラザロがいた。
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AD30頃 ⼗字架への道のり
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AD30頃 ⼗字架への道のり
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第4のことば
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第5のことば
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○第6のことば
（ヨハネ19:30）
30 イエスは酸いぶどう酒を受けると、「完了した」
と⾔われた。そして、頭を垂れて霊をお渡しになった。

○第7のことば
（ルカ23:46）
46 イエスは⼤声で叫ばれた。「⽗よ、わたしの霊
をあなたの御⼿にゆだねます。」こう⾔って、息を
引き取られた。
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聖餐式の⽬的

１．キリストを記念すること（主が⾏われた義を記念）

・パンとぶどう酒が象徴しているもの
・無から有を作り出すお⽅
・命の源

２．キリストとの再臨の保証の確認 →  伝える

３．キリストとの交わり、信者との交わりの恵

※⾃⼰吟味

（レビ17︓11）
11 実に、⾁のいのちは⾎の中にある。わたしは、祭壇の上
であなたがたのたましいのために宥めを⾏うよう、これをあなた
がたに与えた。いのちとして宥めを⾏うのは⾎である。
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（創世記1:1）
はじめに神が天と地を創造された。

（創世記1:27）
神は⼈をご⾃⾝のかたちとして創造された。神のかたちとして⼈を創造し、男と⼥に彼らを創造された。

（創世記2:7）
神である【主】は、その⼤地のちりで⼈を形造り、その⿐にいのちの息を吹き込まれた。それで⼈は⽣きるものとなった。

（伝道者の書12:7）
⼟のちりは元あったように地に帰り、霊はこれを与えた神に帰る。

（ヨハネの福⾳書3:16）
神は、実に、そのひとり⼦をお与えになったほどに世を愛された。それは御⼦を信じる者が、⼀⼈として滅びることなく、永
遠のいのちを持つためである。

（第⼀コリント⼈への⼿紙 15:51-52）
聞きなさい。私はあなたがたに奥義を告げましょう。私たちはみな眠るわけではありませんが、みな変えられます。
終わりのラッパとともに、たちまち、⼀瞬のうちに変えられます。ラッパが鳴ると、死者は朽ちないものによみがえり、私たちは
変えられるのです。

信仰者の⼈⽣



17

（第1コリント11︓23〜29）

23 私は主から受けたことを、あなたがたに伝えました。すなわち、主イエスは渡される夜、パンを
取り、
24 感謝の祈りをささげた後それを裂き、こう⾔われました。「これはあなたがたのための、わたしの
からだです。わたしを覚えて、これを⾏いなさい。」
25 ⾷事の後、同じように杯を取って⾔われました。「この杯は、わたしの⾎による新しい契約で
す。飲むたびに、わたしを覚えて、これを⾏いなさい。」
26 ですから、あなたがたは、このパンを⾷べ、杯を飲むたびに、主が来られるまで主の死を告げ
知らせるのです。
27 したがって、もし、ふさわしくない仕⽅でパンを⾷べ、主の杯を飲む者があれば、主のからだと
⾎に対して罪を犯すことになります。
28 だれでも、⾃分⾃⾝を吟味して、そのうえでパンを⾷べ、杯を飲みなさい。
29 みからだをわきまえないで⾷べ、また飲む者は、⾃分⾃⾝に対するさばきを⾷べ、また飲むこ
とになるのです。

⾃⼰吟味
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聖餐式

（マルコ14︓22）
22 さて、⼀同が⾷事をしているとき、イエスはパンを取り、神をほめ
たたえてこれを裂き、弟⼦たちに与えて⾔われた。「取りなさい。これ
はわたしのからだです。」

（マルコ14︓23）
23 また、杯を取り、感謝の祈りをささげた後、彼らにお与えになった。
彼らはみなその杯から飲んだ。
24 イエスは彼らに⾔われた。「これは、多くの⼈のために流される、
わたしの契約の⾎です。

祈り

祈り賛美


